
第
四
十
七
回
定
期
大
会

　
　
　
　
（
新
潟
大
会
）
を
終
え
て

新
潟
大
会
実
行
委
員
長
加
藤
浩
一

　
天
皇
陛
下
御
即
位
二
十
年
・

天
皇
皇
后
両
陛
下
御
結
婚
五
十
年

を
奉
祝
す
る
全
国
氏
子
青
年
協
議

会
第
四
十
七
回
定
期
大
会
が
、
［
絆

を
み
な
も
と
に
ふ
た
つ
先
の
未
来

を
］
を
テ
ー
マ
に
、
六
百
名
を
越

え
る
全
国
の
仲
間
と
共
に
盛
大
な

う
ち
に
終
了
す
る
事
が
出
来
ま
し

た
事
を
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
け

ま
す
。

　
大
会
当
日
は
、
式
典
に
先
立
ち

午
後
二
時
よ
り
側
彦
神
社
拝
殿
で

二
班
に
分
け
て
参
加
者
の
参
拝
を

行
い
、
ま
た
、
定
期
総
会
が
午
後

一
時
よ
り
佃
彦
神
社
社
務
所
に
て

開
催
さ
れ
、
平
成
二
十
年
度
の
事

業
報
告
一
一
般
会
計
収
支
決
算
書
、

次
期
役
員
、
平
成
二
十
一
年
度
活

動
計
画
・
一
般
会
計
収
支
予
算
な

ど
か
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
満
了
に
伴
い
役
員
改
選
が

な
さ
れ
、
会
長
が
小
川
長
二
（
関

東
地
区
千
葉
県
・
姉
崎
神
社
氏
子
青

年
会
）
か
ら
七
海
栄
（
東
北
地
区
福

島
県
・
開
成
山
大
神
宮
氏
子
青
年
会
）

が
就
任
し
、
副
会
長
以
下
十
八
名
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
三
時
三
十
分
か
ら
の
弥
彦
総
合

文
化
会
館
で
の
定
期
大
会
で
は
、
神
宮

遥
拝
、
国
歌
斉
唱
、
教
育
勅
語
奉
読
、

氏
青
綱
領
唱
和
、
氏
青
物
故
者
へ
の
黙

祷
に
続
き
、
小
川
会
長
の
挨
拶
で
、

天
皇
陛
下
御
即
位
二
十
年
と
天
皇
皇
后

両
陛
下
御
結
婚
五
十
年
に
慶
賀
し
、
平

成
二
十
五
年
に
行
わ
れ
る
神
宮
式
年
遷

宮
と
全
国
氏
子
青
年
協
議
会
の
創
立

五
十
圈
年
と
重
な
る
こ
と
を
強
調
し
、

組
織
の
拡
充
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
御
来
賓
の
、
神
社
本
庁
総

長
代
理
・
田
中
低
清
刷
総
長
、
永
井
康

雄
新
潟
県
神
社
庁
長
、
大
谷
良
孝
弥
彦

村
長
、
春
木
秀
紀
神
道
青
年
全
国
協
議

会
会
長
よ
り
御
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

　
各
種
表
彰
・
新
加
盟
単
位
会
認
証
・

指
定
氏
子
青
年
会
指
定
証
交
付
・
総
会

報
告
の
後
、
全
国
氏
青
協
遷
宮
特
別
委

員
長
の
鷹
野
尚
志
副
会
長
が
「
遷
宮
宣

言
」
を
発
表
し
、
遷
宮
奉
賛
活
動
で
総

力
を
挙
け
て
取
組
み
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

　
閉
会
を
前
に
大
会
旗
を
来
年
度
開
催
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地
で
あ
る
静
岡
　
大
垣
守
弘
京
都
府
氏
子
青
年
連
合
会
会
長
が

県
氏
子
青
年
協
　
予
告
の
挨
拶
し
ま
し
た
。

議
会
鈴
木
金
利
　
最
後
に
美
わ
し
き
山
河
を
合
唱
し
、
聖
寿

実
行
委
員
長
へ
　
万
歳
を
行
い
ま
し
た
。

引
き
渡
さ
れ
、
　
定
期
大
会
終
了
後
、
禰
彦
神
社
前
通
り
を

鈴
木
実
行
委
員
　
交
通
規
制
し
た
特
設
会
場
で
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

長
と
、
再
来
年
　
を
お
こ
な
い
、
七
月
二
十
五
日
夜
に
行
わ
れ

度
の
第
四
十
九
　
る
国
の
重
要
無
形
民
族
文
化
財
「
燈
皺
神
事
」

回
大
会
開
催
の
　
の
大
燈
寵
を
披
露
し
た
の
を
は
じ
め
、
盆
踊

覧≫-≪表彰者

山王宮本折日吉神社日吉会

飯坂ハ幡神社氏子青年会

東京都氏子青年協譲会

石川県

福島県

東京都

団体の部

　☆最優秀氏子青年会

　☆優秀氏子青年会

　☆特　別　賞

り
や
樽
太
鼓
、
子
若
木
遣
り
を
盛
大
に
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
大
会
開
催
に
当

た
り
、
御
指
導
・
御
支
援
を
賜
り
ま
し
た
皆

様
に
衷
心
よ
り
御
社
中
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
来
年
度
開
催
の
静
岡
大
会
の
御
盛
会
を

お
祈
り
申
し
上
げ
、
簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が

新
潟
大
会
の
御
報
告
を
兼
ね
た
御
礼
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

　衛（開成山大神宮氏子青年会）

博之（六郷神社氏子青年会）

由勝（長浦神社氏子青年会）

世生（自裁神社氏子青年会）

文子（船橋大神宮氏子青年会）

政行（寒川神社氏子青年会）

浩彦（春日神社氏子青年会）

道宏（日置神社氏子青年会）

百々代（熱田神宮つるぎ会）

利規（剱神社敬神団）

　　勉（洒垂神社氏子青年会）

賄久（鴻ノ宮氏子青年会）

　　浩（青方神社氏子青年会）

　　　　　　　　　以上

藤

崎

渾

井

浅

木

附

部

谷

鐸

川

宅

渡

安

梅

吉

河

池

並

居

服

神

大

小

一一一

大

福島県

東京都

東京都

東京都

干葉県

千葉県

三気県

三重県

愛知県

福井県

石川県

岡山県

長岐県

個人の鄙

　☆最優秀氏子青年

　☆優秀氏子青年
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